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ロシア人研修生も興味津々ロシア人研修生も興味津々

＋

どうぞ新米を
お楽しみください！

農業者、史上初高齢化率７割
　「基幹的農業従事者」（仕事が主数で自営農業に主に従事）数は今年で130万人を大きく割り
込みました。15年で4割減になりました。令和4年は122万5500人のうち70.2％が65歳以上、
56.7％が70歳以上でした。65歳以上が７割を占める状況にすでに直面しているだけではなく、
70歳以上層だけでも６割に追るという、より深刻な年齢構成が浮かび上がりました。

商経アドバイスより引用
（2022年7月11日）

　エコライスでは、スマート農業（新テクノロジーを利用する農業）を考えております。
　生産者の手がかかる米栽培をGPS操作による田植え機やドローン、除草ロボットなどを利
用し、高齢化のすすむ農業を軽減できればと思います。

塩分調節ができる
　　　　　　　やさしいアルファ米

　避難生活で塩分制限を
している方が簡単に調節
できる、「小分けの塩わか
め」が実用新案を取得し
ました。
　被災体験、被災者支援
の体験から発案しました。
これからも災害要配慮者
用の災害食を提案してい
きます。

　新潟大学大学院
に留学して「枝豆」
を研究している院
生が、枝豆農家の
鈴木さんのところ
で研修。

　「新潟の米についても勉強したり」と来
社。一緒にインドネシアの研修生も参加
し、国際色豊かな見学となりました。

米の検査が目白押し！
　お米は農産物検査法に基づき品位検査を受検し
ないと流通はできません。当社は民間農産物検査
機関として生産者のお米の検査をします。
　お米を見るとその年の生産者の努力が見えます。
今年は天候に悪戦苦闘したお米づくりが伝わって
きます。
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